
麒 麟 ネギの花 鳳 凰

二章 二章 二章

一章

ニワトリ トウモロコシ

一章

リ ス

一章

学校 年 名前

茨城県陶芸美術館
教育普及キャラクター

「ケラモん」

この展覧会には、明治から現代までの日本陶磁の名品や茨城県

と関係の深い作者の作品が展示されているよ。

各章でワークシートの作品をみつけたら、よ～く見てみよう。
そして□にチェックを入れてね。

がっこう ねん なまえ

萬古焼

諫鼓鶏置物

明治33年(1900)

加藤友太郎

玉蜀黍図花瓶（部分）

明治34年(1901)

表面掲載作品は全て三の丸尚蔵館収蔵

精磁会社

葡萄栗鼠図花瓶（部分）

明治時代前期(19世紀)

加藤土師萌

葱文大皿（部分）

昭和5年(1930)

京都市陶磁器試験場

青磁鳳凰耳花瓶（部分）

大正4年(1915)

十二代 酒井田柿右衛門

白磁麒麟置物（部分）

昭和3年(1928)

皇室と近代の陶磁 三の丸尚蔵館名品展
こうしつ きんだい とうじ さん まる しょうぞうかん めいひんてん

てんらんかい めいじ げんだい にほんとうじき めいひん いばらきけん

かんけい ふか さくしゃ さくひん てんじ

かくしょう さくひん み

い

ばんこやき

かんこどりおきもの

めいじ ねん めいじ ねん

しょうわ ねん しょうわ ねん たいしょう ねん

かとう ともたろう

じゅうにだい さかいだ かきえもん かとう はじめ

ねぎもんおおざら （ぶぶん）はくじきりんおきもの （ぶぶん）

とうもろこしずかびん （ぶぶん）

きりん はな

せいじほうおうじかびん （ぶぶん）

きょうとしとうじきしけんじょう

ほうおう

せいじがいしゃ

ぶどうりすずかびん （ぶぶん）

めいじじだいぜんき せいき

おもてめんけいさいさくひん すべ さん まるしょうぞうかんしゅうぞう

にしょう にしょう にしょう
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いっしょう いっしょう いっしょう



ナ ス モ モ キ ク

三章 三章 三章

ニワトリ・猫・犬 ツバキ チョウ

四章 四章 四章

十二代今泉今右衛門

色絵桃文大皿（部分）

昭和36年(1961)

十四代酒井田柿右衛門

濁手菊文花瓶（部分）

平成14年(2002)

荒川豊蔵

染付茄子茶埦

昭和32年(1957)頃

小堤晶子

ブレーメンの音楽隊

ティーセット（部分）

令和４年(2022)

伊藤東彦

布目椿文大皿（部分）

昭和51年(1976)

滝沢三奈子

蝶の陶小箱（部分）

平成30年(2018)

たくさんの作品があったね。

みんなのお気に入りの作品はみつかったかな？

お気に入りの作品は だよ。

理由は だからだよ。

裏面上段左、中央掲載作品は三の丸尚蔵館収蔵

それ以外は茨城県陶芸美術館収蔵

しょうわ ねん ころ しょうわ ねん へいせい ねん

れいわ ねん
しょうわ ねん

へいせい ねん

じゅうよんだい さかいだ かきえもんあらかわ とよぞう じゅうにだいいまいずみ いまえもん

いろえもももんおおざら （ぶぶん）そめつけなすちゃわん にごしできくもんかびん （ぶぶん）

ねこ いぬ

おづつみ あきこ

いとう もとひこ たきざわ みなこ

おんがくたい

（ぶぶん）
ぬのめつばきもんおおざら （ぶぶん） ちょう とうこばこ （ぶぶん）

さくひん

き い さくひん

き い さくひん

りゆう

三の丸尚蔵館は、皇室に代々受け継がれた美術品を収蔵したり展示公開したり

する施設です。その作品は皇室に収められた品や展覧会での買上品など

どれも大変貴重なものばかりです。

よんしょう よんしょう よんしょう

さんしょう さんしょう さんしょう

うらめんじょうだんひだり ちゅうおうけいさいさくひん さん まるしょうぞうかんしゅうぞう

いがい いばらきけんとうげいびじゅつかんしゅうぞう

三の丸尚蔵館ってどんな所？
さん まる しょうぞうかん こうしつ だいだい う つ びじゅつひん しゅうぞう てんじこうかい

しせつ さくひん こうしつ おさ しな てんらんかい かいあげひん

たいへん きちょう

さん まる しょうぞうかん ところ


